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第11期の受賞者が決定！
～最優秀賞は小野原様（岡山市北区）が受賞～

【最優秀賞】

高齢者 ころばぬ着地 金メダル 小野原 静江様（岡山市北区）

【優秀賞】

八十路 タッチアップで さあ一歩 大森 正行様（岡山市中区）

夕食の 亡くして欲しい 休燗ん日 藤井 豊様（玉野市）

【入選】

塩分を 「やめて」というのに またラーメン 犬飼 実花様（総社市）

五十年 妻の小言に 感謝状 筒井 繁行様（玉野市）

AIに 我家のやりくり まかせたい 井上 泉様（岡山市北区）

【佳作】

医学用語 ちょっと待ては 三十分 藤原 啓隆様（玉野市）

翔平の 爪の垢でも もらいたい 板倉 弘様（玉野市）

政界も 背筋を延ばせ リハビリで 藤本 由太郎様（玉野市）

終活で 娘夫婦と 温泉に 祢屋 近惠様（総社市）

負いし孫が 杖にかわりて 初もうで 藤本 登美子様（赤磐市）

「生き活き川柳コンテスト」

に関するお問い合わせは

TEL：0863-73-5073（二宮）

応募総数１５６作品の中から、厳正なる審査の結果、入選１１作品と審査員特別賞

５作品が決定しました。今年は過去最多の９名の受賞者とそのご家族が参加され

ました。厳かな雰囲気の中、賞状、賞金、記念品の授与、そして柴田玉野市長から

花束の贈呈が行われました。

入選作品は以下の通りです。受賞された皆様、おめでとうございます。
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